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●２月の記録会は２月１５日（日）大宮田んぼ（9:00～12:00） 

 ３月の記録会は３月２１日（日）大宮田んぼ（9:00～12:00）です！ 

 

 ２１世紀になって早４年が経ちます。最近は日本の高齢化も現実化して、その影響がＦＦ界に

も如実になってきました。それもあってＦＦのメンバーもジワリジワリ変化していると感じます。

  ＨＬＧのみならず、ゴム動力機のメンバーも新顔が増えてきました。今年はその辺の変化が

どう現れるのか楽しみにしています。   

 話題変わって、今年こそはＵＨＬＧの年になりそうです。野球投げＨＬＧとどこまで張り合っ

て勝てるのでしょうか、そこが楽しみです。もし、ＵＨＬＧの安定性が本物であれば、ＨＬＧの

競技年齢は７０才を超して８０才になるかも知れません。そうなると、ほとんど人間の寿命同じ

になるので、 

死ぬ前日までＨＬＧを飛ばしす事も夢ではありません。やがては、６０歳以上のみの記録会とか、

７０歳以上の会とかを夢見て、今年も頑張ります。 

 

      ①会長挨拶                      ②会計報告とお願い 

 記録報告 ③２００３年１２月記録会／ＣＬＧ ④２００３年１２月記録会／ＨＬＧ、 
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      ⑥２００４年１月記録会／ＨＬＧ       ⑦２００４年１月記録会／ＣＬＧ  

              ⑧湘南大会報告                ⑨寒中杯報告 

 お知らせ ⑩板倉大会案内                          

 ＦＦサロン ⑪先尾翼機            ⑫ＵＨＬＧ考 

      ⑬新ＨＬＧ紹介                    

      ⑭特別寄稿・仁木さんのライトプレーン１００号に寄せて・石井英夫 

 

● 年頭の会長挨拶                                           ①・・・・・相沢 

２００４年、明けましておめでとうございます。真冬のイベント「寒中杯」を为催する代々木ス

カイフレンズは今年結成３０周年になるそうです。ランチャーズは１９８０年にＴ－ＨＬＧ（東

京ハンドランチクラブ）とＣ－ＨＬＧ（千葉ハンドランチクラブ）が合併して発足したので、今

年末で結成２５周年ということになります。 

世の中の移り変わりは３０周年説というのがあるとか。例えばその時代のトップ１０の企業は３

０年で総入れ替えになると言います。世の中、良しにつけ悪しにつけ変化していきます。それは

私たち自身が変化を（新しいものを）求めて止まないからでしょう。新鮮さを失ったものは葬り

去られます。ＨＬＧが今日なお存続するということは、飛ばす人に新鮮な感動を与え続けてくれ

るからでしょう。投げるという動作だけで感動を与えてくれるＨＬＧ、そこに底？知れぬ魅力が

あります。今年もランチャーズ記録会で沢山の感動に出会えると信じています。来年は２５周年

を記念して何かイベント企画をしましょう。 

                                                                    

● ランチャーズ０３年度会計報告とお願い                              ②・・・・平尾 

 昨年は皆様のご協力により、かろうじて黒字になりました。Ｔシャツ代金が足を引っ張ってい

ますが多少繰越金が出ました。今年はＴシャツがない年なので安定した運営が出来そうです。 



 購読会員も増えて会員も増加傾向です。これまでは発送の手間を省く関係から勝手に６４名を

上限にして切っていましたが、今年からは少し増員する方向とします。 

  ＫＦＣの会報が廃止されてから、ＦＦの情報誌は４紙（実状は３．５紙か）のみです。共倒れ

にならないように頑張りましょう。今年の会費もよろしくお願いします。 

    収 入  （単位円） 

        会 費                ４５名×２，０００円＝９０，０００ 

        前年度繰越し                              ５，００９ 

              計                                  ９５，００９ 

     支 出 

            封筒・ラベル                               ３，６３３ 

            オニックスカップ（５１個）                     ５，２２０ 

            送料（６回分）                             ３４，０５０ 

            Ｔシャツ購入費（売残り分）                  ４３，５３０ 

         計                 ８６，４３３ 

     残 金                                       ８，５７６円 

 

◆２００３年１２月記録会の結果（ＨＬＧ／ＣＬＧ）                   

★ １２月ＰＬＧ記録会報告                                     佐藤・・・・③ 

 富士山がきれいに見える快晴でしたが、残念ながら強風のため最悪のコンデイションでした。

 優勝はトレーナーをコンスタントに飛ばした河田さん、上昇も素晴らしくグライドも大変良い

機体で唯一記録が安定していました。２位は久し振りに参加した長老の内山さん。３位はファイ

トマンの戸谷さん。４位は最近不調の鈴木さん、常勝・石井さんは強風のため回収困難で２回で

リタイヤでした。省略。 

追記：ＰＬＧは、この日の風では飛ばす事は出来ても機体が小さいので落下地点の確認が出来ず

回収が困難でした。その為か、今回の成績は２００秒以上は１人のみと、異常事態。     

多少の風の中でも飛ぶＰＬＧを作るのは難しいのでしょうか・・・。その点ＨＬＧは風があって

もガンガン飛ばせるのが強みでしょう。 

１２月PLG記録 大宮田んぼ、晴天１２℃ 北風４～６m/s 10投中5投の合計 60秒MAX   

NO 氏 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 合計 F1 F2 合 計  

 1 河 田 43 44 46 45 60 44 37 37 60 35 255    255  

 2 内 山 40 26 10 36 07 13 30 48  -  - 180    180  

 3 戸 谷 60 33 15 19 11 21 27 08 24  - 153    153  

 4 鈴 木 27 60 24 22 14 09 18 05 06 17 151    151  

 5 佐 藤 18 25 25 24 18 21 10 28 25 22 128    128  

 6 加 藤 18 19 18 23 10 18 23 44  -  - 127    127  

 7 西 原 31 20 60  -  -  -  -  -  -  - 111    111  

 8 石 井 27 60  -  -  -  -  -  -  -  -  87     87  

 

★ １２月HLG記録会報告                                １．相沢、２．平尾・・・・④ 

 残念！大八木さんの４連勝はなりませんでした。１２月２１日（日）は朝から風があり、壊れ

る機体が続出。カーボンや何やら使っている割には弱いようです。ＨＬＧもＰＬＧも飛びっ子

も？？ 絶対風対策が必要です。だって、他の種目が飛ばせない時でもＨＬＧは飛ばせるという

のが魅力のひとつなんですから。ということで今回の上位は風に強い機体と強腕力の持ち为とい

うことになったようです。少し風があると練習出来ない、狭い飛行場事情が機体の強度に現れて

いるように思えます。吉敷さん、春山さんはアンダーハンドスローがきちんと決まっていて、完



成の域です。今回の注目は２位の復活したのか相澤、と３位の梅津さんでしょう。 

 相澤の記録は風の賜物です。梅津さんは記録会に最近参加してこられた方です。４ＭＡＸ２８

６秒は立派です。記録がよい時とそうでない時があるので、安定感増して常に上位に顔を出して

もらいたいものです。 

 大八木さんは目の玉を怪我して辛そうでした。しかし、開始早々４連勝を感じさせるＭＡＸ、

でも風に翻弄されて今一記録が伸びませんでした残念！ 

 今回は今年最後の記録会となりました。今年のトピックスはなんと言ってもアンダーハンドス

ローＨＬＧが完成の域に達したことではないでしょうか。世界に誇れるレベルに成っていると思

いますので、新年はネットを通して情報を発信しようと思っています。（相澤記） 

追記：ランチャーズ以外の飛行機屋はチラホラでしたが、元気印のランチャーズは２０名を超す

参加でした。この日はみんな、やや大人しく風の中を「もくもく」と言った感じで投げていまし

た。 

 但し、北風なので田んぼの長手方向に飛び回収はひとまずは安心なものの、やはり一仕事でし

た。デザマワークをミスると土手を超えて帰ってこない選手もいたりして混戦模様。 

  ＵＨＬＧは風の日はやや不利でしたが、元祖２（元祖１は石井満）の吉敷選手はさすがに投げ

が安定していて、凄い高度を取ってきれいに返るのです。野球投げの選手はショックだったと思

います。或る人は「５０ｍは上がっているのでは」といっていましたが、機体が小さいので、少

なめに読んでも高度は３５ｍはあったでしょう。見事！しかし、野球投げの良さは上空のピンポ

イントに投げられることで、ＵＨＬＧはこの点では一歩及びません。しかし吉敷選手はそれをも

のともせず優勝しました。２位は復活なった相沢会長、この日の高度は立派で、この分では当分

の間優勝戦線に残る見込み。伝統ある飛ばない飛行機（最近は大分飛ぶようになってきた）を使

っての復活は立派でした。       

 ＵＨＬＧの中には風のせいで脱落した選手も居て、強風の日は野球投げが断然有利、強風時は

機体が吹き上げられるのを防ぐ為に、いつもよりやや水平に投げる事。それにより風の速度と投

げの初速が加算されてその分機速が増し高度が取れるのです。ご記憶あれ。 

１２月HLG記録・大宮田んぼ､ 晴天・１２℃ 北風４～６m/s、６０秒ｍａｘ  10投中5投の合計 

NO 氏 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 合計 F1 F2 合 計  

 1 吉 敷 60 59 60 60 60  -  -  -  -  - 299    299  

 2 相 沢 29 60 40 53 60 60 60 49 47 23 293    293  

 3 梅 津 46 31 31 60 39 22 60 31 60 60 286    286  

 4 春 山 44 36 36 42 60 52 60 60  -  - 276    276  

 5 吉 野 30 60 26 24 60 60 60  -  -  - 270    270  

 6 石 山 57 52 39 60 60 27 14 28 32  - 268    268  

 7 吉 田 37 24 60 60 36 57 32 36 02 43 250    250  

 8 大八木 60 54 32 60 19 21 35 27 30  - 241    241  

 9 小 川 57 60 60 27 36  -  -  -  -  - 240    240  

10 宮 辺 29 27 54 26 60 22 17 30 39 27 212    212  

11 川 口 31 60 40 28 37 23 23 36 29 25 204    204  

12 斉 藤 53 34 39 30 41 29 05 31 22 10 198    198  

13 平 尾 12 46 26 23 17 05 30 24 19 18 169    196  

14 古 矢 19 13 23 40 19 25 40 05 05 23 151    151  

15 今 関 06 17  0  -  -  -  -  -  -  -  23     23  

 

★ １２月飛びっ子記録会報告                                 佐藤・・・・⑤ 

  優勝は本家の吉野さんの９７秒、流石です。２位は吉田さんで５７秒、３位は戸谷さん。久し



振りの飛びっ子大会でしたが、６名の参加がありました。 

 無尾翼機の飛びっ子はさすがに、この日の風では不利でした。その中で最長のタイムが２８秒

は立派なもの。ウェークの前田さんがバルサで飛びっ子を作ったところ「すごく飛ぶ」といって

ました。バルサの方が重いので高度を取るらしい。この競技には自作も参加できるのでしょう

か・・・。 

１２月飛びっ子記録 大宮田んぼ、晴天１２℃ 北風４～６m/s 5投の合計   60秒MAX  

NO 氏 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 合計 F1 F2 合 計  

 1 吉 野 15 24 19 28 11       97     97  

 2 吉 田 14 09 25 03 06       57     57  

 3 戸 谷 16 02 08 11 13       50     50  

 4 相 沢 10 09 13 10 07       49     49  

 5 佐 藤 06 14 12 04 11       47     47  

 8 斉 藤 08 08 07 08 03       34     34  

 

◆２００４年１月記録会の結果（ＨＬＧ／ＣＬＧ）                   

 

★ １月HLG記録会報告                                       相沢・平尾・・・・⑥ 

 ２００４年１月、とうとう？平尾さんがアンダースローＨＬＧでパーフェクト達成！！ フラ

イオフに進出、残念ながら３位でしたが「すごい！！」と言わざるを得ない。ご本人いわく、「イ

ヤー、サーマルのおかげ」といつもの平尾さんと違って遠慮気味のコメント。この記録は日頃の

アンダースロー機とサーマル読みの研究の賜物でしょう。還暦を過ぎたＨＬＧフライヤーにも優

勝のチャンスがあることを証明してくれました。 

  強かったのはこのところ好調の石山さんでした。３投を残して５ＭＡＸを達成、挑戦者を待つ

と言った感じの堂々たるもの。１０分間のフライオフで１回きたサーマルを確実にとらえて９０

秒ＭＡＸは正に王者でした。２位は池田さん、こちらはじっくりとサーマルを狙い５ＭＡＸでフ

ライオフに進出。しかし、平尾さんの５ＭＡＸにびっくりしたのか決勝戦は不発でした。（相沢） 

  前の日の予報では雪が残ると言われていましたが、この日は意外な好天に恵まれて、絶好のヒ

コーキ日よりとなりました。しかも結構暖かく昼にはシャツ姿の選手もチラホラ。天候を疑って

いた人は来なかったものの参加者１８名と好調。ＨＬＧ投げには風も手頃で好記録の予想あり。 

 この日の２００秒超は１５／１７人とスバラシイものでした。まだ、円盤投げＨＬＧは少数派

で８名でしたが、その雄・春山選手の調子がイマイチで６秒落ちで４位は残念。５位はこの日は

ＨＬＧに専念し４ＭＡＸまで行きながら最後の一投が出なかった川口選手の２８８秒、６位は久

し振り参加の久保選手、楽しそうに多機種を投げていました。７位は賞品が出ないと今ひとつ気

が乗らないのか吉田選手、８位は大型ＵＨＬＧを投げていたが、調整が決まらず苦戦した今関選

手、９位はこのところ昔の高度が出だした相沢会長、この日はタイムにムラがあり２５５秒、１

０位は連勝が止まった大八木選手、しかし２４７秒はまずまずでしょう。１１位の光が丘・斉藤

選手は、投げが安定しているので、後はサーマル読みだ。１２位はオーストラリアキットの大型

機（スパン７００ｍｍ、翼面加重６ｇ）を飛ばす吉野選手、大型機の投げ方が解ればイケル。１

３位、１４位、１５位と２００秒超の有望新人が続きます。１６位は大型新人の戸谷選手、年を

感じさせないパワーは大したもの。１７位は鍋に気を取られたか斉藤パパ。１８位はまだ大丈夫、

古矢選手でした。 

 そろそろ円盤投げが上位をねらえる位置に定着しつつあります。この投げ方だと、大きな機体

が相当な高度を取るので、やらなきゃ損！！残る問題は返り後の安定性である。これは丹念な調

整に尽きる。調整が完了した円盤投げ大型機は投げ速度が２０％程度は上がるので、ほぼ１分近

く飛ぶので、軽いサーマルに乗せるだけでＭＡＸが捕れるのでパーフェクトは間近にある。ぜひ



お試しあれ。 

 １月HLG記録 大宮田んぼ､晴天 ８℃ 風北東１～４m/s、６０秒ｍａｘ              

NO 氏 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10  計   F1  F2 合計  

 1 石 山 60 60 50 60 30 60 60  - - - 300  90   390  

 2 池 田 30 60 46 20 36 60 60 60 13 60 300 46/24   346  

 3 平 尾 38 35 36 33 60 60 27 60 60 60 300 19/28   328  

 4 春 山 45 60 60 60 54 60 46 48 38 47 294    294  

 5 川 口 48 38 31 31 40 60 38 60 60 60 288    288  

 6 久 保 36 57 46 60 52 60 17 15 28 48 277    277  

 7 吉 田 60 46 45 60 39 60 42 38 05 39 271    271  

 8 今 関 19 41 57 60 29 52 34 47 34 18 257    257  

 9 相  沢 35 22 31 17 19 60 30 60 40 60 255    255  

10 大八木 48 30 33 32 33 45 60 34 26 60 247    247  

11 斉藤光 34 28 38 33 43 48 22 49 19 60 228    228  

12 吉 野 34 34 28 37 29 24 60 08 60 06 225    225  

13 富士塚 36 22 60 21 42 30 30 20 39 34 211    211  

14 大 島 31 60 45 23 08 12 08 45 27 26 208    208  

15 三 田 38 30 26 22 24 26 22 31 46 60 205    205  

16 戸 谷 19 32 15 22 29 23 17 28 60 28 177    177  

17 斉藤パ 07 43 36 28 29 30 23 32 27 35 176    176  

18 古 矢 27 06 17 16 16 29 16 21 57 24 158    158  

 

★ １月ＰＬＧ記録会報告                                     佐藤・・・・⑦ 

  快晴に恵まれ比較的コンデイションも良いと思われましたが、意外に気流が悪くオールＭＡＸ

は出ませんでした。この所好調の河田さんが２８０秒で優勝。２位は１秒差（２７９秒）のベテ

ランの石井さん。３位はハンドランチと掛持ちでファイトマンの戸谷さん。４位は倉田さんでし

た。 

５位は倉田号でＣＬＧでは初陣の出口さん、回を重ねる都度調整が慣れてきたのか、流石ベテラ

ンの味が出ました。以下省略。 

 １月PLG記録 大宮田んぼ、晴天８℃ 北風１～４m/s 10投中5投の合計 60秒MAX     

NO 氏 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 合計 F1 F2 合 計  

 1 河 田 54 37 56 16 52 58 46 60 47 50 280    280  

 2 石 井 51 07 43 47 49 54 60 43 54 60 279    279  

 3 戸 谷 13 26 37 60 32 36 53 42 52 30 244    244  

 4 倉 田 06 41 35 24 45 42 17 07 10 55 218    218  

 5 出 口 05 07 09 21 30 37 27 21 60 46 200    200  

 6 佐 藤 16 43 43 37 31 27 45 28 24 25 199    199  

 7 鈴 木 05 22 31 32 18 53 41 24 29 40 197    197  

 

◆ ２００４年湘南大会報告 大宮田んぼ、薄曇り、風５～１０ｍ   平尾・・・・⑧ 

  湘南大会は片岡田んぼ、地元の反対等で開催が出来なくなり、大宮田んぼで開催されるように

なって早３年が経ちました。日本の伝統あるＦＦ飛行場がしだいに減ってきて寂しい限りです。

 これも時代の趨勢としてあきらめていたのでは、ついには飛ばす所が無くなる恐れがあります

のでみんなで生き残り策を考えましょう。礼儀正しく、辛抱強く、しつこく、美しくし、模型ヒ



コーキを飛ばしましょう。 

  この日は前日から強風の予報で、朝から風が吹いていました。事務局の悩みは大きく、開催時

間を遅らせて様子を見ていましたが、８時過ぎに風が一時おさまる感じがあり、８時半よりの実

施に踏み切りました。ところがドッコイ、次第に風が強くなって「勇気あるものは飛ばせ！さす

れば優勝、メロンが２個」のイメージが強烈・・・・。この後は勇気＝蛮勇と機体の消耗のバラ

ンスが行ったり来たりで、模型を持った人形劇のハムレット（意味不明か・・・） 

 結局は、不成立はＦ１Ｊのみで、ライトプレーン、ＨＬＧ、Ｆ１Ｇ、Ｆ１Ｈの４種目は競技成

立となりました。これはメロンの魔力でしょうか。ＨＬＧは飛ばすのはさして問題がないものの、

回収が大変、上空視界没や着地後の破損でこれも消耗戦の模様。特に、Ｆ１Ｈとライトプレーン

は消耗戦となり、グライダーは曳航上昇中に散らかったり墜落したり。カーボン機は羽が丸くな

っても上がるものの着地での破損ありで、特に和田選手は３機破損＝メロンで立派？？？？？。 

 ３０秒で土手超えですから、小型機は行方知れずと、発航時や着地後の破損や、何回トライし

てもアテンプトの２０秒以下の記録で終わった選手もいて楽しい・・・・・・？ 

 この日はさすがにフライオフはなく、やや早めに櫛引なべが解禁になって、心配していた売残

りもなく、表彰式の後解散になりました。湘南クラブの方々、ご苦労様でした。来年もよろしく。 

 

概略の順位 

     Ｆ１Ｈ      優勝 和田、２位 宮辺、 ３位 深田 

          Ｆ１Ｇ      優勝 倉田、 

          ＨＬＧ      優勝    

          ライトプレーン   優勝 岩田夫人、 

 

◆ ２００４年寒中杯報告 参加者５８名               平尾・・・⑨ 

この日は天気予報通り好天。安心して会場に行けました。１月の湘南大会が強風で飛ばせずウジ

ウジしていた選手は早々と会場に着いて手ぐすね引いて競技開始を待っていました。 

＊ Ｆ１Ｇ  参加１６名 

好条件なのでパーフェクトが多数出ると思っていたが、これはハズレ。３分ＭＡＸ通過者は６名

も居たのにパーフェクトは２名のみ。残った出口選手と模型ヒコーキの事なら何でもやる島崎選

手の勝負になった。フライオフの結果は１０５秒対９１秒であっさりと出口氏の優勝、島崎選手

が２位となった。３位は昔のヒコーキを飛ばす伏兵・浅沼選手でした。   

この種目はバルサ機が多く、フル装備のカーボン機との戦いでしたが、残念ながら１、２位はカ

ーボン機でしたが、３位にバルサ機が入ってこれも良しです。 

この種目は新勢力（６名）が１／３を占めて、古参組（７名）をいじめていました。伝説の人・

大村さんがメトロポリタンで参加、されど最下位でした。石井英夫氏も参加していましたが練習

不足か、毒気がとれたのか５位でした。  

＊ Ｆ１Ｈ  参加１１名 

この日の参加選手は多く１１名、競技開始当時（午前８時）は風が無く年寄りにはきつそう。そ

こを３分ＭＡＸで行くのだからこの日は若手の勝ちか。予想通りＭＡＸを出した選手は土肥、白

井両選手のみ。以下続いたのが横浜の吉田選手と新興勢力の山本選手、他は１ラウンドで脱落。

 前半は出来の良い組と駄目な組にキチンと別れてましたが、後半になると下位は混戦模様。久

しぶりに石井氏率いる横浜からの選手は練習不足からか早々と脱落、その後をバタバタと落とし

ている選手が団子となって争いました。この日の特色は自作が９名と多かったこと。材料分けで

はカーボン翼が４名バルサ翼が７名でした。 

又、組分けとして一発離脱の小堀、櫛引選手、サークリングは出来るもののなかなか決まらない

グループ、バント機グループと３組に別れていました。それと練習量のあるなしでタイムが別れ



ました。でも、さすがにバント機は強い。次回は頑張る。 

＊ Ｆ１Ｊ  参加７名 

この競技は機体の飛びすぎから、この場所ではやや狭くなってきました。そこをどう戦うか・・・・。 

関西からフラリ参加の宮本選手は大歓迎でした。いずれの機体もほとんど見分けがつかない程似

ていて、３万回／分近く回るエンジンで、すごい高度を取り滞空性能と言うより、ボケミスとの

戦い。この中に１機だけハーフウエイの螺旋上昇機の御子柴選手が入って、この機だけはモータ

ーラン７秒で参加、意外と善戦していました。 

  

＊ ＨＬＧ  参加１４名 

この日の競技はラウンド制で実施。普段やりなれている方法と違うので、慣れていないものの、

また別な緊張感があってこれも良いのでは・・・・。ラウンド制で春山、吉田選手の２人がフラ

イオフに残ったのは立派。また、今回初めて「円盤投げ」ＨＬＧの春山選手が優勝しました。３

位はこのところ顔を見せなかった井村選手が入り、以下小差で続いて、古矢さんも含む全員が２

００秒以上は異常！！！  ＨＬＧに較べて他の種目は出来が悪いのでは。（順位別添） 



 



 
 

 

 

 

 



 お知らせ                                                                   

 

● ０４年国際級Ｆ１ＡＢＣ競技会案内                                        ⑩ 

１．为  催      日本模型航空連盟・ＦＦ委員会 

２．競技種目   フリーフライト Ｆ１Ａ、Ｆ１Ｂ、Ｆ１Ｃ 

３．開催日時   ２００４年４月３日（土）、４日（日）  

４．開催場所   板倉田んぼ・群馬県邑楽郡板倉町細谷、離 

６．参 加 費    選手－１４，０００円、宿泊しない選手－９，０００円 

７．申 込 み      〒270-0123 流山市若葉台１１－２８ 織間政美  ℡04-7152-7500 

８．申込期限      ３月２０日消印有効 

９．宿泊場所   ホテネ三吉野別館 佐野市富岡町３２４  ℡0283-22-1489 

10．そ の 他     競技開始７．００の７ラウンド競技。詳細については、ＦＦ委員会にお問い

合         わせください。又は、インターネットホームページ・「ランチャーズ」を

ご参照く         ださい。 

11. 追  加      是非見学にお出でください。 

 

 ＦＦ文化サロン                             

 

■ 先尾翼（エンテ／カナード）ＣＬＧの混乱機〔記〕   佐藤・・・・・⑪ 

  昨年の１２月１７日、ライト兄弟が「ライト・フライヤー」で初の動力飛行に成功して１００

年が経ちました。人類初の飛行機が２枚の先尾翼と２枚の複葉の为翼と２枚の垂直尾翼と構造だ

ったことは本当に驚きです。この先尾翼の元祖に遅れること１００年、遅まきながらＣＬＧ（カ

タパルト・グライダー）で、昨年の２月から先尾翼（以下エンテと記す）で記録会に参加するこ

とにしました。 

 模型の世界でも１９３７年フランク・ザイク（ザイク年鑑）がエンテの図面（ゴム動力とプッ

シャーグライダー）を発表していますので、フライヤー号に遅れること３０年ぐらいで、どこか

の空を飛んだのではないかと思います。 

 私とエンテ模型機の縁は２５年ぐらい前になりますが、Ａ字型ツインプッシャーを見た記憶の

みです。従ってエンテは私にとってはまさに初陣です。エンテを始めたのは記録会に参加する５

～６ヶ月前でした。そろそろ無尾翼機にも飽きて来たので、なにか面白そうなモノはないのかな

あーと思って作り出しました。挑戦して１０ヶ月経過しましたが、今までの記録会での最高タイ

ムが２６１秒。初期の段階でこのタイムが出たため、５ＭＡＸが比較的早い段階で出せるのでは

ないかとの思いで、次々とエンテを作り続けました。記録が出た機体は、今まで飛ばしていた無

尾翼機に胴体と先尾翼（水平尾翼）を取りつけただけのものでしたが、簡単に調整が出来たので

意外と飛ばしやすいのではと思いました。しかしながら、色々な機体をつくり続ける内に、エン

テの飛ばない機体が続々できてしましました。トレーナーの機体をエンテに改造したり、チビタ

の機体も同様に改良したりして、既存（トレーナーの一般機）との差異を確認したところ、滞空

時間は５０～６０％程度で「こんな無茶」はダメと気づきました。 

 そんなこんなで先尾翼・後退翼・通常翼を付けたエンテの胴体／先尾翼／为翼（後部）／垂直

尾翼等の面積・長さ・重量、及び、上反角を色々と変えていますが、なかなか上手く飛んでくれ

ません。勿論、機体の打上方（垂直か螺旋）および機体の精度等を考慮する必要がありますが・・・・・。

未知の経験の中で、理論武装もせず、ただ闇雲に試行錯誤した結果ですが、何か新しいことに挑

戦するとき、このような経験は誰にもあるだろうと思います。そんな時に、私たちは自分のやり

方が正しいのだろうかと、一瞬迷ったりすると思います。そしてひとたび迷いの淵に入り込むと、

底なし沼のようなところがあり、１つの迷いが新たな迷いを呼び起こし、どうにも動けなくなっ



てしまったと言うのが今の心境です。 

 以上のような状況のため、エンテのポイントとか飛ばす方法等については、機が熟した段階で

詳解させて頂きたいと思います。 

  ９９％の失敗と１％の成功を夢みて２００４年もエンテに挑戦します。”自身の心琴線にふれ

るサムシング「何か」を掴みます。 

  追記：何時までも、何時までも、私たちは待っています。佐藤さん、ガンバッテ！！！ 

 

追記：佐藤さんの記事を読んで、エンテの模型飛行機を探して見ました。ところが、驚いた事に

資料は２例があっただけで、ほとんどありませんでした。それでも何も無いよりは良いと考えて、

資料を掲載します。１つは１９７１年頃のゴム動力機で角胴、展開スパン１，１６８ｍｍ、胴長

１，０１６ｍｍのほぼＦ１Ｂサイズのものです。もう一つはアメリカのＣＬＧで、ルサ製のキッ

トの解説図で、但し、寸法は入っていませんでした。 

 

■ 最新・ＵＨＬＧ考                  平尾・・・・・⑫ 

  これまでＵＨＬＧ（アンダースローＨＬＧ）に付いて何回か書きましたが、これまで必須条件

としていたことの中で、明らかに間違いと解ったことがありますので、今回訂正したいと思いま

す。 

  スパン６０ｃｍ～１００ｃｍのＵＨＬＧを４機テストしてきましたが、その結果、大きさによ

って必須条件が変化するのではないかと考えるようになりました。そこで、おおよそのサイズ分

けをして、機体の設計、調整、投げ方をについてまとめでみました。 

 

１．小型機（スパン７０ｃｍ、自重８０ｇ程度まで）は为翼尾翼とも向角が不要 

 投げ方が定まってくるに従い、機体の返り方も予測できる様になりました。野球投げと違って

円盤投げの場合は２０～３０％は機速が早いようで、それほどガムシャラな投げをしなくても高

速で上昇します。推定ですが野球投げの場合機速は一般的には時速８０～１００ｋｍ程度と思い

ますが、ＵＨＬＧでは１００～１２０ｋｍ以上になっていると思います。この事はＵＨＬＧの取

得高度を見ても妥当だと考えます。但し、慣性があるものの大型機になると機速が違ってくるの

で、設計や調整が変わってくると考えます。 

  くどいようですが小型機の投げ方は、決して上向きに投げない様に、高速で水平に振り回す事

が大切です。又、機速が上がった分だけ機体は上を向いて上昇し高い高度を取るので、野球投げ

の時よりも尾翼の変動には敏感です。よって設計製作時に注意することは、極力向角を付けない

こと。普通のＨＬＧの様に为翼前縁の檜の部分に０．５～１ｍｍ程度の削上げがあれば十分です

が、さらに調整用として水平尾翼と胴の取付け位置にくさびを入れて向角を動かせるようにする

と便利です。調整が決まるとＵＨＬＧでもどう投げても返る様になるので、各人それぞれの機速

によって高度が決まってきます（これは野球投げＨＬＧと同じ）。そうすると小手先で軽く水平

に投げても綺麗に返ります。ここで問題なのは機速がある分、０－０調整をしても宙返り気味に

なることです。野球投げの場合は、ほとんどの人は上向きに投げるので、前縁の削上げがほとん

ど無くても高度を取りますが、ＵＨＬＧの場合も削上げが必要ですが、その付け方に敏感に反応

する点が問題となります。かといって水平尾翼で０－０よりも下に向くように調整して、滑空は

重りを軽くして調整するのは感心しません。 

 

２．揚力尾翼は有効か 

  前記の様なことから高速の出せる小型のＵＨＬＧも揚力尾翼（翼型に整形する程度）を使った

方が有利ではないか考えます。但し、発航速度が効くか効かないかの微妙な位置にあるのでこの

辺りは今後の研究成果により判断すべきと考えます。大型になるに従い速度が落ちてくるので、



個々人のパワーによって揚力尾翼の有効性が変わってくると思います。但し、機体がどうやって

も宙返り状態になるようであれば、ぜひ試して欲しい。揚力尾翼にするには重心位置を下げる事

と、やや大きめの水平尾翼、キチンとして尾翼断面が必要です。この辺りは機体の様子を見なが

らカット＆トライでやってください。 

 

３．ＵＨＬＧはフラップ翼が有効 

 野球投げＨＬＧの場合は、取得高度の点でフラップ翼は不利でしたが、ＵＨＬＧでは取得高度

に影響が無い（あっても極端に少ない）ように思います。しかも滑空になると断然有利でやらな

い手はありません。フラップ翼にした場合の利点は他にもあります。それは断面２時モーメント

が増えるので横方向の強度が増えることです。为翼をフラップ翼にするのは当然として、スパン

９０ｃｍの場合は水平尾翼もやるべきです。尾翼をフラップ翼にすると長さが３０ｃｍの場合で

も２ｍｍのバルサ板で十分な強度がでます。 

  さて、そこで問題です。水平尾翼をフラップ翼にした場合、向角はどうなるのか。これまでの

テストでは１～２度は必要のようです。为翼の重心位置が少し下がって僅かですが機体重量が減

少します。２つ目は「返り」で頭下げになってやりやすくなるのではないか思っていますが、テ

ストの回数が少なく結論は出ていません。 

  さて、話題を戻して、为翼をフラップ翼にする方法ですが、翼の下面をえぐるのはなかなか面

倒です。そこでお勧めは、下面にレザーソーで切目を入れてＶ字型折る方法です。現在の所、为

翼の２／３程度の所に切目を入れて、翼後縁に２ｍｍの角材の介物をして台に固定して瞬間で接

着する方法です。切れ目を入れた分だけ強度が心配ですので硬化後エポキシを塗っておきましょ

う。フラップ翼ＨＬＧは見ていて気持がの良いほとフンワリとした滑空をします。水平尾翼も同

様な方法で造ります。 

 

４．大型機は向角が必要か？ 

  スパン９０ｃｍ以上になると、機体も大きく重くなるので投げる時のコントロールが難しくな

ります。重量も１００ｇを超すので小柄な人は振回される恐れがあります。当然これを水平に投

げ出すのは体力が必要です。そこで慣性で上昇して綺麗に宙返りをして返す方法が必要になりま

す。 元祖・石井満氏が大型機（スパン１２００ｃｍ、機体重量２００ｇ以上）で苦心惨憺して

いるのが、この問題です。大型機を弧を描いて上昇させて、右か左に傾かさせないと返りません。

大型機は運動性も悪くなるので、投げ出す方法と、姿勢制御が大幅に難しくなります。その一つ

が为翼又は水平尾翼に向角を付けて宙返り気味に返す方法です。  

 現在、私は持ち運びの関係からホップアップ式为翼を採用していますので、为翼に向角を付け

るのが最も簡単ですし、その調整も楽です。これまではこの方法で進めてきて、技術が向上する

に従い機体が高速で発航出来るようになると、次第に向角を減らしても返るようになりました。

 現在私が保有する機体で一番大きいのはスパン１００ｃｍですが、この機体は翼面加重が小さ

い（９ｇ／ｄｍ２）ので投げ上げるとコロッと返るので、かえって、その特性が解りません。 

 又、現在の保有機の中で翼面加重（１４ｇ／ｄｍ２）が大きいのはスパン９０ｃｍの機体で、

この機体は为翼、水平尾翼ともフラップ翼です。しかし、機体が大きいので狭いところでは調整

が出来ないし、重量があるので土の硬い大宮田んぼではすく壊れて調整が出来ません。もう少し

時間をかけてテストをすれば、その動向が解るはずです。 

 

５．機体の大きさについて 

  これまで、展開スパン１００ｃｍ、９０ｃｍ２機、７０ｃｍ、６０ｃｍと作ってきましたが、

使いやすいのは７～８０ｃｍまでの様です。大型で且つ機体が重くなるにしたがい、投げを失敗

した時のダメージが大きいのが問題です。特に大宮田んぼでは地面の状態が悪いので損害は大き



い。下田さんがラジコンＵＨＬＧを飛ばしていますが、スパン１３０ｃｍ、機体重量３００ｇク

ラスの機体を失敗しないで見事な高度を取っています。これを見ているとＦＦでもやれるのでは

ないかと思いますが、これまでの機体の破損状態を考えると７～８０ｃｍクラスが最も使いやす

いと思います。競技機としてはこのクラスが最適ではないかと考えています。 

 

６．ＵＨＬＧの参考図（図面別添） 

  １月に３００秒を出した機体を再掲します。現設計との違いは翼をフラップ翼に改造した点で

す。展開スパン７２０ｍｍ、重量６６ｇと使いやすい機体です。この機体の場合はやや上向きに

投げて綺麗に返ります。軽いサーマルがあれば簡単に６０秒飛びます。静止気流時の滞空性能は

測っていませんが、滞空性能はほぼ１分かと思います。 

 

■ 新・ＨＬＧの紹介           提供・吉野栄三郎・平尾・・・・⑬ 

  

 今回の紹介のＨＬＧは、先日吉野氏が米国から購入して飛ばしていたキットの紹介です。図面

は当然英語ですが、そこは好きな物ののこととて見ていれば理解出来るはずです。このキットは

円換算で４，５００円程度のようです。当然ながら販売、設計者の希望としてはキットを購入し

て欲しいので、パクらずに買ってください。   

 このキットを紹介する理由は２つあります。１つはデサマ、夏頃ランチャーズホームページに

出ていたアルミパイプ製の回転体（デンタルガム使用）が使用されている事、２つ目はデサの機

構が変わっている事です。さらに、翼が骨組み紙張りである点も特徴的です。 

 

１．機体の諸原（図面よりの読取り） 

  展開スパン・７６２ｍｍ、スパン・７２４ｍｍ、胴長・６３５ｍｍ、機体重量・４５～５５ｇ、

重心位置・５５％、为翼面積・８．５ｄｍ２、翼面加重・５．６～６．５ｇ／ｄｍ２ 

  ここで気が付くのは、驚くほど小さい翼面加重です。まさに「室内機」的で高度さえ取れれば

１分の壁は無いようなものでしょう。この機体を円盤投げに改造する場合は、つかみ部分の翼端

パネルをバルサ無垢にするか、カバー材をカーボンにする必要があります。又、上半角が１０．

８％ですのでこれを１３％以上に増やす事と、垂直尾翼面積を１５０％にすれば使えるはずです。 

 

２．機体のデサマ機構について 

  この機体のデサは胴体を４５度折る仕掛けです。为翼ホップアップと似ていますが、胴体の前

部分が为翼と一体になっていて、胴体の後部のみが４５度曲がる仕掛けです。感覚的に気になる

のは尾翼の向角の調整機構の問題です。しかし、そこがしっかりしていると、向角が簡単に調整

出来る点は为翼ホップアップ式と同様です。向角の調整機構は図面だけでは理解不十分ですか付

いています。先日キットの完成機を見せて貰いましたが、使用バルサは素晴らしくプラステック

と見まがう程の奇麗な物でした。これだけでも欲しくなります。 

 

３．ダンパー遅延タイマー装置 

  この部分は図面では「Ｃｏｏｌ Ｔｕｂｅ」となっていますが、火縄が熱いからなのか、別に

意味があるのか不明です。意味があるならば、どなたか教えてください。ランチャーズ・ホーム

ページの文を参考に自己流で作ってみましたが、複雑に考え過ぎて失敗しました。しかし、今回

実物を見ると簡単で、これは作れそうです。 

 デサの構造は直径５ｍｍのアルミパイプの中に３ｍｍ径のパイプがダブルに入っていて、その

隙間にデンタルガムらしき物が充填してあります。３ｍｍのパイプの端にピンが打ってあって、

これにゴムを掛けてチューブを遅延回転させて使用する物です。価格は１０＄ですので送料共で



２，０００円弱になるかと思います。数がまとまれば吉野氏に依頼して購入する事が出来ます（本

人は了解していない）。実物のテストではキチンと動くようです。デサの推定重量２～３ｇなの

で価格とも魅力十分です。 

 さて、その使い方ですが図面をご参照ください。テールから前に引張るホップアップ索にガイ

ドが付いていて、それを直角方向に曲げ、デサのピンに引っかけています。ゴムの取付け位置と、

抵抗の少ないガイドを工夫する必要があります。 

 

４．その他 

  説明も左旋回滑空となっていますし、スタブティルトも左旋回になっています。しかし、この

機体では指掛けがスタンダードのと逆の左に付いています。この理由としては、大型機なので投

げる時右に旋回しにくいのが理由かも知れません。又、外国の機体にはよくありますが、为翼の

向角のアンバランス調整にバルサブロックを取りつけていますが、これは頂けません。昔これを

やっている人がいましたが、やはり翼自体で修正するべきでしょう。 

 設計はレン・サーティースですが、様々なサイズの同様なキットがあるようです。本機はこの

中では最大のサイズです。図面には手書きで「コピーするな」となっていますが、日本人はへそ

曲がりなのでこのまま作る人はいないでしょう。例え仲間の誰かが作るにしても、精度も重量も

素晴らしい仕上がりで、別な機体にしてしまうでしょう。レン・サーティースに感謝して、図面

を参考にしてください（図面別添）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 


